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東ヶ丘公園・新横峰溜池から単離された 9 株は一時的に増殖させて、18S rRNA 配列を読み取ることができ
た。また、うち 5株に対しては透過型電子顕微鏡による観察が行われた。 
 
長野県野尻湖から単離培養された淡水性 Diplophrys様生物の 18S rRNAの解析の結果、同株は Diplophrys
属に含まれることが示された。さらに同株について光学顕微鏡下で観察したところ、Diplophrys 属として既
に記載されているD. archeriとD. parvaの原記載文には記述がない、這いずり回るような運動様式を示した。
また微細構造の特徴から、本株は D. archeriや D. parvaとは異なる種であると判断され、Diplophrys属の新
種 D. mutabilisと命名・記載された。 
 





ており、前述の pH2.6 の河川からも検出されていた Amphifiloidea 上科に属する生物は今まで 1984 年に記




ころ、A. marinaでは確認できない internal membrane system と称される糸状仮足の中の膜系が発達して
いることが確認された。生息域やこれらの違い、18S rRNA配列による分子系統解析の結果から、新属新種の
生物とするのが妥当であるとの判断に至り、本生物は Fibrophrys columnaとして命名・記載された。 
 














Diplophrys 属、および Amphifiloidea 上科に含まれる生物には、未だ株化できておらず、専ら環境配列に
よって認識される詳細不明なグループが多い。本論文の知見を基盤とし、これらの生物の姿を捉え、培養株を
作成して解析していくことによって、未だ不明点の多いラビリンチュラ類全体の系統分類の整理が可能とな
ることが期待される。 
平成29年1月23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
